













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































） （ ， ビスディフ
」と呼ぶ）．われわれは後
利用したゼロ磁場ないし低
なるので，モデル物質を用
というべきか［ ］）を調べ
ェニレン フェニルアリル）
磁場スイッチングによる磁場循環法磁気共鳴
添加ポリスチレ
図 磁場の強さ
（点線は
ン［ ］を用いて，まず
による固体効果の３つの場合
共鳴線，実線は 曲線）
（ 周波数 である）における通常の
（磁場一定の）
場（ 周波数
い．
レーザー励
いままで説明
（あるいは四極子
実験を行い［ ］，固体効
）において 実
起三重項状態を利用した
した においては，結果
核）のボルツマン偏極を越え
果（微分型）を観測できた．
験を行っているが，今のとこ
としての核の偏極は，設定し
ることはできない．したがっ
次いで， 程度の低磁
ろまだ観測に成功していな
た温度と磁場における電子
て大きな核偏極を得るため
には電子（ある
欠になる．
ところが，あ
一重項状態から
いる［ ］（図
プロトンに移す
かに大きなプロ
いは四極子核）の偏極を大きく
る種の分子性結晶においては
三重項状態への遷移における
参照）．しかもこの偏極は磁
ことができれば，常温，かつ
トン偏極が得られることにな
しなければならず，そのため
，光励起によって生じた三重
選択則によって非常に大きな
場や温度に無関係なのである
比較的低磁場で通常の
るが，問題はこの三重項状
には極低温，高磁場が不可
項状態の電子スピンが励起
偏極を得ることが知られて
．この偏極を同一結晶中の
によって得られるよりはる
態の寿命が大変短い（約
）ことである
て，パルス・レ
で最大約
ターゲット（
考えられている
われわれはゼ
．ペンタセン を添加し
ーザーと組み合わせた巧妙
％という非常に大きなプロ
）として実際に使
［ ］．
ロ磁場ないしは数 の低磁
たナフタレン やパラテ
な 実験が行われ［ ，
トン偏極が得られている．こ
われた［ ］．また，
場において上記ペンタセン添
ルフェニル におい
， ］， の磁場，温度
の偏極は原子核実験の偏極
コンピューターへの応用も
加結晶における 実験
を準備中である
持つので，上述
項状態の電子の
磁場）において
る 実験に
［ ］．ペンタセンの三重項状
した のサーマル・ミキシ
偏極は上述したように磁場と
非常に大きなプロトンの偏極
飛躍的な感度の向上をもたら
態の電子は と
ング効果と同じ原理で
温度に無関係であるから，ゼ
が得られることになる．これ
し，また上記偏極ターゲッ
というゼロ磁場分裂を
が可能なはずである．三重
ロ磁場（ないしは数 の低
は低磁場（低周波）におけ
トへの応用においても新た
水谷 幸平・門 良一
図 電子スピンの三重項状態への遷移過程
な視野を広げる
図 レーザー励起三重項状
ものと思われる．また，磁場
態を利用した のタイム・シ
のある場合には の飽和
ーケンス
とともに高速磁場掃引を行
う
もできると考え
のタイム・
（積分型固体効果）
られる．図 に，ゼロ磁場お
シーケンスを示す．
［ ， ］という方法によって
よび低磁場におけるレーザー
さらに偏極度をあげること
励起三重項状態を利用した
参磁場スイッチング
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